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１．はじめに

奄美群島は，食料品から曰用雑貨品，建設・

土木資材，重油・ガソリンまで，さまざまな

物資を島外に依存している。一方で，輸送野

菜や花きなど多くの農産物を島外に出荷して

いる。

奄美群島の経済規模や経済（生産）構造を

考えれば，多くの物資を島外に依存すること

はやむを得ない。しかし，その結果，島外へ

の所得の流出や物価の高騰(実質所得の低下）

を招き，本土との大きな所得格差につながっ

ている。

本稿では，主に「港湾統計」の分析を通し

て奄美経済を物流の面から見てみたい'。た

だ，「港湾統計」は重量ベースの統計であり，

また中分類までしか品目分類がされていない

ので，これだけでは十分な分析は困難である。

そこで本稿では，補完的な分析材料として，

奄美のスーパーに対して実施した商品の仕入

先に関するアンケート調査や現地での聞き取

り調査の結果を利用することにする。

舶による海上輸送であり，なかでも鹿児島一

沖縄間（鹿児島～名瀬～亀徳～和泊～与論～

本部～那覇）を２社が交代で毎日運行する

フェリーが中心的な役割を果たしている。ま

た，神戸一奄美間，東京一奄美間をフェリー

がそれぞれ週１～２便就航しており，鹿児島

を経由せず直接大消費地に生産物を出荷する

ことも可能である。上記フェリーの運航ルー

トから外れている喜界については，鹿児島一

知名間を週５便運行するフェリー２隻が物資

の輸送手段となっている。また，重油・ガソ

リン等の－部物資については，専用の内航タ

ンカーで随時メーカーから直送されている。

３．奄美群島の移出入バランス

表１は，奄美群島の海上輸出入貨物量の推

移を示したものである。移入貨物量が85年

以降ほぼ90万トン前後で安定しているのに

対して，移出は98年以降，「鉱産品（砂利・

砂等)」の移出増により大幅に増加し，２０００

年には約62万トンを記録したが，2002年に

は大幅に減少した。移出入バランスは常に大

幅な移入超過であるが，８５年，９５年当時と比

べると最近はかなり収支が改善している。た

2．奄美群島の物資の輸送手段

奄美群島における主な物資の輸送手段は船

!L÷iiiiiliiriiiiiitiifj鑿蒸Li璽議ｉ
注ｌ）移出入ともに奄美群島各港（02年以外は和泊港を含む）の移出入の合計であり，群島内各港間

の移出入も含む。

注２）△は移入超過

ｌ県港湾課から『港湾統計」を提供していただきました。お礼申し上げます。
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美群島では島外出荷を目的とした輸送野菜，

花き，肉用牛，さとうきび（分みつ糖）の栽

培が盛んであることを反映して，奄美大島を

除く地域で「農水産品（野菜・果樹，その他

農産品２，畜産品)」と「軽工業品（砂糖，飲

料)」が多くを占めている。特に，輸送野菜と

だし，これは重量ベースでの収支改善を示し

ているに過ぎない。

４．奄美群島の主な移出入物資

表２は，島別に海上移出入貨物を品目別に

集計したものである。まず移出を見ると，奄

表２奄美群島の海上移出入貨物の品目別数量（2002年）

①移出 (単位：トン）

|葺至二
②移入

奄美大島章界島徳之島中氷良邦島与一島

農ｋ産２１３９５５１０８１２１０２６１７１３２３６

林産４７７１０３５５９１８９７８６９

ケ産８２９３６２４２６１４０３０９６５８４９３４８０１

金属機械工業１２８１６１１４５４２４８０６１２８６０４２００

化学工業１９７３８１２２０７８５９２４２１５３４９７３８

軽工業４３７８６１１５２４２６４３５１０９０９５８５２

罐工業８８９５１６０３６８６１３０６１５６５５

特殊６２２２８９７２２２３５９４１５８６５７１９８

か類Ｔ官のもの２９３１９３１１２９２２０２７８１８９

＋４０１２２９６８９９１２３２８１０１４０９２７７１６３８

資料）鹿児島県港湾課『港湾統計』より集計。

注）「奄美大島」は名瀬港・古仁屋港，「徳之島」は亀徳港・平士野港の合計。「沖永良部島」は和泊港のみ。

２花きを含む。

1４

奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島

農水産品 4，５４４ 2，３２０ 2０，４９５ 33,147 3,642

林産品 9６５ ０ 394 ７ 1４

鉱産品 8３，４７０ 1５ 7８，８５８ ５ 1２

金属機械工業品 6５，２２５ 2８８ 5，１１６ 4，８７２ ４８４

化学工業品 3０，０２２ 2４６ ３５３ 7３ 8６

軽工業品 ３１，９８８ 3，９５３ ３７，３９９ 5,660 4,944

雑工業品 7５２ 3１ 1２２ 2９６ 3２７

特殊品 1２，４３９ 5，７２７ 3，５３０ 6，１１１ 4，３５０

分類不能のもの 3,744 8５８ 2５４ 4３５ １

計 2３３，１４９ 1３，４３８ 1４６，５２１ 5０，６０６ 1３，８６０

主な品目

（中分類）

完成自動車，セ
メント

水

， 砂利･砂，

野菜･果実，畜産

品，砂糖，製造

食品，飲料

野菜･果実，畜産

品，砂糖，飲料，

砂利・砂

野菜･果実，その

他農産物，畜産

品，砂糖

野菜･果実，畜産

品，製造食品，

飲料

奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島

農水産品 ２１，３９５ 5，１０８ 1２，１０２ 6，１７１ 3，２３６

林産品 4，７７１ ０ 3，５５９ 1,897 8６９

鉱産品 8２，９３６ 2４，２６１ 40,309 65,849 3４，８０１

金属機械工業品 1２８，１６１ 1,454 24,806 1２，８６０ 4,200

化学工業品 1９，７３８ 1２，２０７ 85,924 21,534 9，７３８

軽工業品 ４３，７８６ 11,524 26,435 1０，９０９ 5，８５２

雑工業品 8，８９５ 1，６０３ 6，８６１ 3,061 5，６５５

特殊品 6２，２２８ 9，７２２ 23,594 1５，８６５ 7,198

分類不能のもの 2９，３１９ 3,112 9,220 2,781 8９

計 4０１，２２９ 6８，９９１ 2３２，８１０ 140,927 7１，６３８

主な品目

（中分類）

野菜･果実，製造

食品，飲料，砂

利｡砂，金属製品，

完成自動車，石
油製品

砂利・砂，石材，

石油製品，製造

食品

製造食品，砂利.

砂，金属製品，

鋼材，セメント

窯業品，石油製
品，肥料

野菜･果実，その

他農産物，畜産

品，飲料，製造

食品，砂利・砂，
鋼材，セメント，

石油製品，肥料

野菜･果実，製造

食品，その他日

用品，砂利・砂，

金属製品，重油，
肥料
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花きの栽培が盛んな沖永良部では，総移出の

約65％を「農水産品」が占めている。奄美大

島と徳之島では「鉱産品」の移出が多いが，

この大部分が砂利・砂である。

次ぎに移入であるが，表２を見ると，地域

によって多少バラツキがあるものの，「農水

産品｣，「鉱産品（砂利・砂)｣，「化学工業品

（重油・ガソリン，化学肥料)｣，「軽工業品

（製造食品，飲料)」が多く，奄美大島ではこ

れに加えて「金属機械工業品（鋼材，金属製

品，セメント)」が多いことがわかる。特に注

目されるのが，農業を基幹産業とする奄美群

島で｢農水産品｣の移入が多いことである。表

３からわかるように，奄美群島では，さとう

きび（分みつ糖)，輸送野菜，花き，肉用牛な

ど島外出荷向け農畜産品の生産拡大とともに

島内消費用の米，自給野菜，豚の生産が縮小

した3。この結果，島外からの農畜産品の移

入が増加し，奄美群島内の食料自給率は大幅

に低下した4．農畜産品の島外依存の拡大は

奄美の物価高（本土との価格差）の一因とも

なっている。県民生活課の物価調査によると，

奄美の生鮮食料品（野菜・食肉・牛乳・鶏卵

など）は石油製品と並んで本土よりも価格が

高い。

表３奄美群島における主要農産物・畜産物の生産量の推移

(単位：トン，千本，千球，頭）

資料）鹿児島県大島支庁「奄美群島の概況｣，『奄美農業の動向｣，「奄美農林業の動向」（各年度版）

５．奄美群島の物資の主な移出入先

表４は，奄美群島の移出入先別の海上貨物

量を集計したものである。

まず移出を見ると，喜界，沖永良部，与論

では鹿児島本土への移出が多くを占めている。

特に沖永良部では総移出の約86％が鹿児島

本土への移出である。これに対して，徳之島

では沖縄県への，奄美大島では鹿児島県・沖

縄県以外の地域への移出が多い5．

各島の鹿児島本土への移出品目を確認する

と，奄美大島を除いて野菜・花き・畜産品が

大部分を占めている。特に，輸送野菜・花き

３同じ奄美群島でも島によって農業生産構造が異なっている。この点は，北崎浩嗣「与論島と喜界島の農業

の現状と課題」「奄美ニューズレター」Ｎ０．７(2004年６月）を参照のこと。

４皆村武一「島喚社会の持続的発展のために」『奄美ニューズレター」Ｎ０．９(2004年８月）を参照のこと。

５奄美大島から「その他」地域への主な移出品目は，海上移出された水（約３万トン）及び石材（約５万ト

ン）である。
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年度

耕作部門

米
野菜

輸送 自給

花き

切り花 球根
さとうきび

畜産部門

肉用牛

飼養頭数

豚

飼養頭数

1９７０ 8,127 1６，０５９ ●●● ●●● ●●● 45,531 489,087 1５，６１０ 2２，１８８

1９７５ 2,269 1９，９４３ 3,741 1６，２０３ ●●● 8０，１３４ 548,843 1４，４７３ 14,964

1９８０ 844 22,255 7,655 1４，６００ 7,281 97,606 628,495 1３，１５９ 1６，１８２

1９８５ 426 2７，２２１ 1４，５６７ 1２，６５４ 24,531 95,746 702,428 1５，６２２ 1２，６９３

1９９０ 2５５ 32,746 1８，５２２ 1４，２２４ 5７，８９６ ７１，７０２ 562,064 1８，６５４ 6,496

1９９５ 1６４ 30,186 19,904 1０，２８２ 8６，８６５ 39,487 456,347 2４，４１５ 4，６５３

2０００ 7１ 3４，５２０ 2５，９５１ 8，５６９ 9４，８６６ 2３，９２２ 393,742 ２５，７４７ 2，６３１

2００１ 6０ 3１，７７７ 26,031 5,746 1０１，７７１ 22,857 445,750 26,580 2,347

2００２ 5３ ３５，１２５ 28,921 6,204 1１１，４２１ 1８，６１１ 361,047 26,522 2,686



N０．１０2004年９月号奄美ニューズレター

送野菜や花きが年々増加している。ＪＡおき

なわや沖縄県花卉園芸農業協同組合（太陽の

花）では，輸送野菜や花きを集荷場でＪＲ

クールコンテナに積み込み，コンテナごと船

舶で那覇港もしくは本部港から鹿児島港まで

運び，鹿児島駅貨物ターミナルからＪＲ鉄道

で市場まで輸送するという，いわゆる「船舶・

ＪＲ複合一貫輸送」を補完的な輸送手段とし

て積極的に活用している8゜

徳之島と奄美大島では沖縄県への移出が多

く，特に徳之島では総移出の約５割を占める。

ただ移出品目を確認すると，移出の99％が砂

利・砂である。また奄美大島から沖縄向け移

出の約８割がセメントである。というわけで，

徳之島，奄美大島と沖縄県の経済的な関係が

深いとは言い難い。

の生産が盛んな沖永良部島と輸送野菜・肉用

牛の生産が盛んな徳之島では，鹿児島本土へ

の移出の約７割を農畜産品が占める。与論と

喜界でも約３割が農畜産品である。与論及び

沖永良部（ＪＡ与論，ＪＡ知名，ＪＡ和泊，

沖永良部花き流通センター，和泊町役場）で

行った輸送野菜・花き等の島外出荷について

の聞き取り調査によると，ほぼすべての農産

物が船舶でいったん鹿児島本土（鹿児島港）

に運ばれ，そこから品目や出荷先に応じてト

ラック，鉄道（ＪＲコンテナ)，航空機を使い

分けて市場へ輸送されている6.7。先に見た

ように，神戸，東京と奄美間にはフェリーが

就航しているが，農産品が鹿児島を経由せず

直接市場に出荷されることはほとんどない。

隣の沖縄県でも，鹿児島経由で出荷される輪

表４奄美群島の移出入別海上貨物量（2002年）
①

②移入

資料）表２に同じ。

注）「鹿児島本土」は鹿児島港・谷山港・志布志港の合計。鹿児島港・名瀬港の移出入データには知名港も含
む。「沖縄県」は那覇港・本部港・金武湾・中城湾等の合計。

６奄美群島の農産物出荷については，別稿にて沖縄県との比較を交えながら詳しく検討する予定である。

７黒糖焼酎メーカーに対して行った物流に関するアンケート調査結果によると，ほとんどのメーカーが農産

物と同様にまず焼酎を船で鹿児島まで運んで，そこから市場までトラック輸送している。

８主要な輸送手段は，花きやいんげん等が航空機で，その他の野菜は船舶（関西・関東への直行）である。

沖縄の農産物出荷の現状については，山本一哉「沖縄･奄美群島の物流と自立化」「島蝋地帯の県境を越え

た市町村合併に関する総合調査一奄美群島を事例にして』（2004年３月）を参照のこと。
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①移出 （単位：トン）

移入先

鹿児島本土 奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島 沖縄県 その他
合計

鹿児島港 1８，１０４ 1０，８２８ 1９，１３９ 42,306 7，３５５ 246,687 4，２７３，８３１ 4，６１８，２５０

奄美大島 2８３，５００ 1，６３８ 5,946 2,645 ０ 1１，４７４ 9６，０２６ ４０１，２２９

喜界島 34,285 3，３７０ ０ ０ ０ 3,407 2７，９２９ 68,991

徳之島 112,685 2，６３２ 9５ 3１３ 5９ 40,841 76,185 2３２，８１０

沖永良部島 ６１，０５１ 2，７２２ ７ 1，２１３ 1０３ 6,170 69,661 140,927

与論島 2６，１１１ 1,833 ０ 1２０ 274 1６，５９９ 26,701 71,638

移出先

鹿児島本土 奄美大島 喜界島 徳之島 沖永良部島 与論島 沖縄県 その他
合計

鹿児島港 202,349 3９，４６３ 8８，３３３ 5６，３１３ 2６，０８６ 526,402 8６８，８５２ 1，８０７，７９８

奄美大島 6６，６１０ 7，４９０ 9,948 5，８３６ 3，２２４ 11,450 1２８，５９１ 2３３，１４９

喜界島 9，７２３ 1，４５２ ０ ０ ０ ０ 2，２６３ 1３，４３８

徳之島 2９，９４７ 1，５１５ ６０ 344 1０７ 70,380 44,168 1４６，５２１

沖永良部島 43,283 6０６ ０ 8５５ 304 7０３ 4,855 50,606

与論島 8，３８５ 1７９ ０ 8５ 2２０ 6８７ 4,304 1３，８６０



奄美ニューズレター N０．１０2004年９月号

最後に奄美群島内での移出を見ると，わ

ずかな量しかない。奄美大島から他の奄美群

島への移出が－定量見られるが，喜界へは砂

利・砂，徳之島・沖永良部へは完成自動車が

それぞれ全体の約６割を占めている。

次ぎに移入を見ると，いずれの地域でも鹿

児島本士からの移入が多い。特に奄美大島は

総移入の約７割（ただし，「完成自動車」が約

３割を占める）が鹿児島本土からで，他の島

でも約４～５割が鹿児島からの移入で占めら

れている。鹿児島本土からの移入品は，県外

メーカーから直送されてくる重油・ガソリン

（山口県・沖縄県等）やセメント（大分県）

等を除くあらゆる品目にわたる。特に移入が

多いのが，食料品（米・野菜・果樹・畜産品・

水産品・加工食品・飲料等）や建築・土木資

材である。

徳之島と与論では沖縄県からの移入が多い

が，その多くが重油･ガソリンである９．奄美

群島の石油特約店は，主に山口県と沖縄県の

製油所から重油・ガソリンの供給を受けてい

る10・沖縄県には２社の石油精製会社があり，

重油．ガソリンは製油所から内航タンカーで

奄美各島の油槽所に運ばれている。沖縄県か

らの総移入のうち，徳之島では約８割をガソ

リン等の石油製品が，与論では約３割を重油

が占める11。また，喜界でも沖縄からの移入

のすべてが，沖永良部でも同移入の約６割が

重油．ガソリンである。ただ，沖縄石油精製

（出光興産の完全子会社)が2004年３月で石

油精製事業を停止したことから，今後，沖縄

からの重油．ガソリンの移入は減少すると思

われる。

『港湾統計」を見る限りでは，奄美群島にお

ける沖縄からの移入量は重油・ガソリンを除

けばそれほど多くない。また私が奄美群島の

スーパーに対して実施した商品仕入先に関す

るアンケート調査や与論，沖永良部，名瀬市

で行った日用雑貨店，衣料品店，酒店，建築

資材店等での聞き取り調査の結果も「港湾統

表５奄美群島スーパーに対する商品仕入先に関する調査結果（複数回答）

注ｌ）加工食品は食パン・カップ麺，精肉は豚肉，日用雑貨品はティッシュペーパー・洗濯用洗剤
注２）野菜については仲買業者の他に地元農家を，加工食品及び日用雑貨品については卸売業者の他

にメーカーを含む

注３）鮮魚の「島内」には仲買業者の他に地元漁協を含む
注４）奄美大島の場合，「島内」は名瀬市を除く

注５）日用雑貨品の「沖永良部」からの仕入２件は与論のスーパーによる

９移入された重油の多くは各島にある九州電力の発電施設に供給されている。

１０奄美群島のガソリンなど石油製品は，本土と比べて価格が高い代表的な品目で，平均２～３割高い。この

理由の１つに県外製油所からの輸送コストがある。

lｌ与論の場合，砂利。砂の移入も多く，重油と合わせると，沖縄からの総移入の約９割を占める。

1７

回答数

仕入先

鹿児島

本土
名瀬市 島内 沖永良部

ＪＡ

県経済連
沖縄県 その他

野菜 ２７ 1４ ４ １１ ０ ６ ４ ２

加工食品 2７ 1６ 1０ 1４ ０ ６ ４ １

鮮 色
０６６０ 2２ 1３ ７ 1３ ０ ６ 1 １

精肉 2５ 1５ 1１ ４ ０ ７ ３ ３

曰用雑貨品 2７ 1５ ６ ４ ２ ６ ３ ５
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島から奄美へ移出されている物資の多くが県

外で生産されたものであり，また島外に出荷

される農産物の多くが県外市場向けであるこ

とを考えると，鹿児島本土（港）は単なる

「物流」上のポイント（物資の積み卸し港）

に過ぎず，『港湾統計」から受ける印象ほど奄

美と鹿児島本土の経済的関係は深くない，と

いう見方もできるかもしれない'６．両地域の

より正確な経済連関を確認するためにはより

詳細な分析が必要である。この点は今後の課

題としたい。

計」の分析結果を裏付けるものであった'2．

表５はアンケート調査結果を集計したものだ

が，２７店舗中，沖縄から仕入れを行っている

のは与論，沖永良部，徳之島のわずか３～４

店舗に過ぎず，しかも主要な仕入先は鹿児島

本土で，沖縄はあくまで補完的な仕入先とし

ての位置づけでしかなかった'3。また聞き取

り調査でも，沖縄産品については，ある与論

の小売店主が沖縄までトラックで直接仕入れ

に出かけている事例やオリオンビール'4やお

茶などの飲料類が流通している事例ぐらいし

か確認することができなかった'5・沖縄県自

体，多くの物資を本土からの移入に依存して

いることを考えれば，この結果は当然といえ

ば当然であろう。表４(①移出）を見ても，沖

縄県は鹿児島本土（鹿児島港）からだけでも，

約53万トンもの物資を移入している。

５．おわりに

本稿では，「港湾統計」を利用して奄美群島

の物流を分析したが，重油・ガソリン，セメ

ントや砂利・砂等の－部物資を除けば，奄美

のほとんどの物資が鹿児島本土を拠点に移出

入されていることが確認できた。ただ，鹿児

１２本年７月，奄美群島の物流と物価高の要因を探ることを主な目的に奄美群島に所在するスーパー５４店舗

に対して，商品（野菜・加工食品・鮮魚・豚肉・日用雑貨品）の仕入先と海上・陸上輸送コストの負担に

ついてアンケート調査（－部，聞き取りによる）を実施し，２７店舗の有効回答（回収率：５０％）を得た。

また，８月上旬，与論・沖永良部・名瀬市の店舗に対して，補足的な聞き取り調査も行った。

'３与論，沖永良部のスーパーで特に目についた沖縄産品は豚肉であった。

１４沖縄県では復帰特別措置（2007年５月期限切れ）による「酒税軽減措置」で本土より酒税が20％安い。た

だし，この措置は沖縄県内での消費を前提にしており，沖縄県外のオリオンビール特約店がビールを仕入

れる場合，卸値は軽減分の20％を上乗せした価格となる。また，県外酒店が沖縄の卸売業者等から沖縄産

ビールを仕入れる場合は，仕入側が国税局に申告し20％分の酒税を支払うことになる。この件について，

奄美の酒店で聞き取り調査を行ったところ，一部の酒店がこの「酒税軽減措置」を利用（悪用？）し，沖

縄の問屋から酒税を支払わずに安くでビールを仕入れて，ディスカウント価格で販売している，とのこと

であった。真偽のところは不明だが，「一国二制度（？)」を利用した商取引としてある意味興味深い。

'５奄美特産品の１つである黒糖焼酎の原料糖の多くが沖縄産である。

'６奄美の小売店・卸売店・製造業の多くが鹿児島市の卸売店を通じて商品を仕入れており，その意味では鹿

児島本土は「物流」だけでなく「商流（取引流)」上の重要な役割を果たしている。

1８


